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It is superior reprint which was written 

about erotic love systematically from a 

viewpoint of human being mind of 

modern times by examining 

geography,the history,manners,customs 

and a historical fact about Kuruwa.
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諸
廓
の
地
理
、歴
史
、風
俗
、故
実
を
探
り
、�

近
世
の
新
し
き
人
間
精
神
を
も
っ
て�

色
道
百
科
の
体
系
を
記
述
し
た
奇
書
の
新
翻
刻�



　
藤
本
箕
山
著
『
新版�
　

色
道
大
鏡
』
（
十
八
巻
十
四
冊
）
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
故
野
間
光
辰
氏
が
、
完
本
の
発
見
に
よ
っ
て
既
発
表
の
「
藤
本
箕
山
の
生
涯
」

を
解
説
と
し
、
補
記
お
よ
び
主
要
語
彙
索
引
を
加
え
て
『
完本�
　

色
道
大
鏡
』
を
刊
行

さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
六
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
八
木
書
店
が
野
間
氏
の
「
一
、

書
誌
、
二
、
校
勘
記
、
三
、
作
者
小
伝
」
を
新
解
説
と
し
、
影
印
版
『
色
道
大
鏡

上
中
下
』
を
出
版
し
た
の
が
昭
和
四
十
九
年
で
あ
っ
た
。
爾
来
、
近
世
前
期
の
遊

里
百
科
辞
書
と
い
う
べ
き
こ
の
書
は
、
近
世
の
文
学
・
歴
史
・
風
俗
を
研
究
す
る

者
に
と
っ
て
は
必
備
の
文
献
で
あ
り
な
が
ら
、
早
く
品
切
れ
と
な
り
、
後
進
の
研

究
者
に
は
容
易
に
購
入
で
き
な
い
古
書
価
と
な
る
。
生
前
、
野
間
氏
は
こ
う
し
た

状
況
や
誤
植
を
気
に
か
け
ら
れ
、
改
訂
版
の
刊
行
を
望
ま
れ
て
い
た
、
と
聞
く
。

同
氏
没
後
に
改
訂
版
の
出
版
が
一
、
二
の
出
版
社
で
計
画
さ
れ
た
が
、
種
々
の
事

情
で
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
度
、
影
印
版
の
版
元
八
木
書
店

の
熱
意
に
よ
っ
て
、
諸
般
の
準
備
も
整
い
、
刊
行
の
運
び
と
な
る
。
そ
の
原
動
力

は
、
立
教
大
学
渡
辺
憲
司
氏
の
も
と
で
の
沖
森
卓
也
氏
も
加
わ
っ
た
、
同
書
の
輪

読
会
に
参
加
し
た
若
手
研
究
者
の
再
版
へ
の
強
い
要
望
で
あ
る
。
前
書
で
は
組
版

上
影
印
版
と
な
っ
た
遊
郭
図
・
道
統
譜
も
翻
刻
し
、
人
名
索
引
と
遊
里
語
・
近
世

語
彙
を
含
む
事
項
索
引
を
付
し
、
用
字
に
も
配
慮
し
た
、
乞
う
ご
期
待
の
新
版
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
橋
正
叔
）�

　
野
間
先
生
の
『
完本�
　

色
道
大
鏡
』
が
三
百
部
限
定
で
刊
行
さ
れ
た
の
を
暉
峻
研
究

室
の
机
上
に
見
た
の
は
、
昭
和
三
十
六
年
の
冬
だ
っ
た
。
昭
和
十
六
年
に
初
め
て

そ
の
存
在
を
報
告
さ
れ
た
こ
の
完
本
は
、
爾
来
二
十
年
、
ま
さ
し
く
名
の
み
こ
と

ご
と
し
く
、
学
会
に
待
望
さ
れ
な
が
ら
も
殆
ん
ど
眼
に
す
る
こ
と
の
叶
わ
な
か
っ

た
幻
の
書
で
は
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
影
印
本
の
刊
行
も
果
た
さ
れ
は
し
た
も
の
の
、

文
字
通
り
空
前
絶
後
、
他
に
全
く
類
書
を
見
出
し
得
な
い
内
容
と
共
に
、
十
八
巻

と
い
う
大
部
の
書
冊
は
、
恐
ら
く
近
世
関
係
の
諸
書
の
中
で
も
、
群
を
抜
い
て
高

価
な
一
本
で
あ
っ
た
こ
と
、
衆
知
の
事
柄
で
あ
る
。
今
回
の
新
版
は
よ
り
綿
密
な

校
訂
と
細
密
な
索
引
に
加
え
て
、
古
書
市
価
の
殆
ん
ど
五
分
の
一
と
い
う
廉
価
を

実
現
す
る
と
い
う
。
何
よ
り
の
朗
報
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。�

　
翻
っ
て
近
年
、
近
世
の
文
化
全
般
に
渉
り
、
従
来
の
近
代
主
義
的
評
価
に
見
直

し
を
迫
る
気
運
は
著
し
い
。
そ
の
時
、
極
め
て
強
力
な
指
標
の
一
つ
と
な
る
の
が

本
書
で
あ
る
事
は
、
ど
れ
ほ
ど
強
調
し
て
も
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
近
世
人
に

と
っ
て
「
遊
興
」
も
ま
た
一
つ
の
確
か
な
「
道
」
で
あ
る
こ
と
を
本
書
ほ
ど
確
信

を
も
っ
て
説
破
す
る
書
物
は
他
に
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
新
し
い
近
世
理
解

を
志
す
学
徒
の
一
人
一
人
が
、
ま
ず
は
本
書
を
熟
読
玩
味
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
願
っ

て
や
ま
な
い
。� ●

底
本
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
文
学
部
図

書
館
所
蔵
本
全
18
巻
14
冊
を
新
た
に
全
て
翻
刻
し
た
。

●
翻
刻
　
右
底
本
の
影
印
本
で
あ
る
八
木
書
店
版
『
色

道
大
鏡
』
を
作
業
底
本
と
し
て
、
原
本
と
校
合
の
上

厳
密
を
期
し
、
巻
末
に
校
訂
注
を
付
し
た
。

●
用
字
　
新
字
旧
字
を
問
わ
ず
、
通
行
の
字
体
の
中

で
可
能
な
限
り
原
本
通
り
の
字
体
を
採
る
こ
と
と
し
、

通
行
の
字
体
の
な
い
も
の
は
新
た
に
作
字
し
た
。

●
墨
朱
　
原
本
上
の
朱
点
な
ど
は
、
適
宜
注
記
し
た
。

●
新
機
軸
　
『
完本
　

色
道
大
鏡
』
に
お
い
て
未
翻
刻
で

あ
っ
た
巻
12
・
13
の
「
遊
郭
図
　
上
下
」
及
び
巻
16

の
「
道
統
譜
」
を
、
本
書
で
は
全
て
翻
刻
し
た
。
定

紋
な
ど
は
原
本
通
り
の
図
版
を
収
載
し
た
。

●
索
引
　
人
名
索
引
は
も
と
よ
り
近
世
語
彙
研
究
の

利
用
に
配
慮
し
た
事
項
索
引
を
附
し
た
。
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